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平成 23 年度の環境管理活動の取り組み  

－活動の特徴と震災後の節電対策－ 

 

久保 哲也  

昨年３月11日に発生した東日本大震災は，東北地方を中心とする太平洋沿岸地域に甚大な被害をもたらした．マグニ

チュード9.0という未曽有の巨大地震は千年に一度の規模ともいい，その後の津波の映像を目の当たりにし，自然の恐

ろしさに恐怖を覚えた．今なお避難生活を余儀なくされている方々もいらっしゃる．犠牲になられた方々のご冥福をお

祈りし，被災された皆さまに対し心よりお見舞い申し上げます． 

余震の続く中で迎えた23年度は，入学式の規模縮小や学事日程を変更せざるを得ず，これまでにないスタートとなっ

た．津波とそれに起因する福島の原子力発電所事故の影響により発せられた計画停電，なにより学生の安全確保の観点

から東京都市大学環境情報学部（以下，横浜キャンパス）では，すぐさま節電対策が行われた．本キャンパスの環境管

理活動（以下，ISO 活動）の特徴とともに，ここではいち早く出された節電に向けた様々な取り組みを中心に述べてい

く．  

キーワード： ISO活動，節電対策 

 

１ 横浜キャンパスISO活動の特徴  

1998 年に大学として我が国最初の ISO14001 認証を取

得してから，13年が経過した．環境問題は言うまでもな

く世代を越えて継続的に取り組んでいかなければならな

い人類最重要の課題である． 

横浜キャンパスのISO活動は，日常的に行われている

環境負荷低減活動に加え，日本の大学で最初に認証を取

得（図１）したトップランナーとして益々その役割と責

任を強く認識しなければならず，以下のような特徴があ

る． 

①環境教育活動と有機的に連携していること 

②環境研究活動と有機的に連携していること 

③構成員（教員，職員，学生）の全員参加であること 

④キャンパスの施設づくりと連動していること 

⑤周辺の住宅地と地域密着型であること 

⑥トップランナーとしての自覚と役割を担うこと 

このように横浜キャンパスのISO活動は，①日頃の活

動に伴う環境負荷（直接影響）を減らすことと，②本業

である教育・研究の分野でのプラスの環境影響（間接影

響）を増やすことの２つから成り立っている．そして，

環境意識を持った人材を社会に輩出することを大きな目

標としている． 

 

２ 直接影響について  

そこで先ず，前者の直接影響についてであるが，表１

は平成22年度から23年度にかけての電力・水・用紙・

廃棄物の結果を示したものである．電力使用量は達成率

（目標値／実績値×100％）が 103％（目標値 3,386 千

kwh，実績値3,297千kwh），用紙使用量の達成率は116％

（目標値8,778kg，実績値7,566kg），水使用量の達成率

は104％（目標値11,810㎥，実績値11,323㎥），廃棄物

量の達成率は121％（目標値65,030kg，実績値53,598kg）

と目標値を大幅に上回る結果となった． 

 

実施報告 

KUBO Tetsuya 

東京都市大学環境情報学部環境情報学科准教授 

図１ 認証結果と登録範囲 
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ちなみに平成 21 年度の廃棄物量の達成率は 80％

（44,427kg，実績値55,448kg）とかなり厳しい結果であ

った．早速，この廃棄物量増加問題に関して省資源部会

による調査が行われ，校名変更に伴う看板等の交換によ

る廃棄物量の増加や学食利用者数減少から弁当・夜食・

間食の持ち込みによるゴミの大幅増が考えられた．そこ

で，分別，再資源化の徹底化を企図した．後期始めのガ

イダンス等での呼び掛け（図２），コンポストの導入や壁

面緑化プロジェクト（図３）等の新しい取り組みを迅速

に行った結果，大幅な廃棄物量削減に至った．省資源部

会を中心に構成員全員で努力した結果の賜物である．今

後もこの成果に甘んじることなく啓発を強化し，更なる

廃棄物量の削減を推進すべく，分別，再資源化のスパイ

ラルアップにつなげるよう呼び掛けを行っていきたい． 

３ 間接影響について 

間接影響では教育・研究機関としての本キャンパスの

特徴が顕著に表れ，目覚ましい活動が行われている．そ

の一部を紹介すると，前期には「新入生オリエンテーシ

ョン・エコキャンパスツアー」から始まり地域住民参加

による「春のタケノコ堀り」や「クリーンキャンパス運

動」の実施，６月にはTCU横浜祭での「カーボンオフセ

ット・ディッシュリターンプロジェクト」や「新任教職

員等へのISO研修会」，「キャンドルナイト」の実施，新

入生対象の「学外授業（ゴミ焼却場，下水処理場等見学）」

が行われている（図４）． 

後期は「環境ISOフォーラム」や「エコプロダクツの

参加」，「中川中学校への学生の環境教育講座開催・エコ

キャンパスツアー実施」，「韓国大学生訪日研集団訪問交

流会」，「ネパールの大学生訪問」等，様々な活動が行わ

れている（図５）． 

表１ 平成22年度環境パーフォーマンス 

 

 
図２ 後期ガイダンスでの呼び掛け 

 

 
図３ 壁面緑化とコンポストの導入 

 

 
図４ 様々なISO活動（前期） 

 

 
図５ 様々なISO活動（後期） 
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また，長期休業中には教員が引率し，海外の環境問題

の現場でその原因発掘や問題解決のための調査・研究を

学生に体験させるフィールド研修が盛んに行われている． 

①中国共同砂漠緑化（吉崎先生） 

②オーストラリア環境熱帯雨林保全（小堀先生） 

③ネパールフィールド研修プログラム（岡田先生，リジ

ャル先生） 

この他にも横浜キャンパスと中国の武漢大学との間で

行われている都市環境問題の遠隔授業も行われている

（史先生）．これら海外フィールド研修の大きな特徴は，

これからの大学教育の在り方を占う戦略的な教育プログ

ラム研究の一環であり，今後の更なる発展が期待される． 

また，近年はメディアや海外においての活躍や「表彰・

授賞」の増加が著しい（図６）．横浜キャンパスの ISO

活動として工場・事業所等の企業ではなく，教育研究機

関である大学がISOを取得した意義をアピールすべきで

ある．内外に対し環境情報の受発信を積極的に行い，今

後も更なる発展を目指していきたい．最後になりました

が，23 年度は震災に関わる卒業論文が 20 件，修士論文

が１件あったのも大きな特徴であった． 

４ 震災後の対策 ～節電対策を中心に～ 

地震発生より３日以内にキャンパス事務センターを始

め，情報メディアセンター（現：情報基盤センターYC），

省エネルギー部会，防災対策委員会，体育施設等の各部

署より節電等に対する協力依頼が発信された．直ぐに災

害に備た避難経路の見直し，更に認識を広げるための防

災ツアーも行った．施設の開閉時間の短縮や自動車通勤

の自粛，放射能値の測定等も行われた．節電対策を中心

にそれらをまとめると， 

【空調】 

○暖房は19℃以下を目処に現在の設定より低くする． 

○暖房機器は不必要なつけっぱなしをせず，運転時間を

短縮する． 

○暖房効果を高める工夫をする． 

 ・エアコンのフィルターの清掃 

 ・ウォームビス（暖かい服装をする） 

 ・夜間におけるブラインド・カーテンの使用 

【照明】 

○人のいない部屋の照明は，可能な限り消灯する． 

・昼間：廊下，ロビー，エレベーターホールの照明の

全消灯 

 ・昼間：執務室内窓側・廊下側照明の全消灯 

 ・昼休みの消灯の徹底 

 ・夜間：安全確保のために最小限の照明に制限 

 ・終業時の一斉消灯 

・建物の外側（野外連絡通路灯，駐車場灯，庭園灯等）

の消灯 

○照明は，省エネルギー型の蛍光灯や電球形蛍光ランプ，

LEDを使用する． 

○広告等の点灯をできるだけ控える． 

【エレベーター】 

○使用をできるだけ控える． 

・エレベーターの稼働台数を概ね半分以下に削減 

・近くの階への昇降は階段を使用（２アップ，３ダウ

ン） 

【トイレ，給湯器】 

○温水洗浄便座，手洗い用電気給湯器の電源を切る． 

【事務機器・電気機器】 

○事務機器やテレビの使用をできるだけ控える． 

・長時間席を離れる，使用しない場合には，こまめに

PCをシャットダウンする 

・プリンター，コピー機，複合機等は必要最小限のも

の以外は電源を切る 

・コピー，プリントアウトの量を必要最小限に削減 

・誰も見ていないテレビはスイッチを切る 

○冷蔵庫の庫内は季節にあわせて温度調整をし，効率的

に使用する． 

・冷蔵庫内に物を詰め込みすぎない 

・冷蔵強度を適切に保つ（強→中） 

・無駄な開閉をやめる      

○給湯器，電気ポット，コーヒーメーカー，電子レンジ

の電源を切り，コンセントを抜き，待機時消費電力を

削減する． 

【エントランス・庭】 

○自動ドアの電源を切る． 

○噴水や滝の運転を停止する． 

以上の呼び掛けが行われた． 

これらのように細部に渡る注意喚起，協力依頼により，

前年度比では４月が－37.3％，５月－45.2％，６月－

41.7％となった（図７）．国の電力削減要請の 25％をは

図６ 海外における活躍や表彰・受賞 
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るかに上回る数値を達成したことは，関係各署・学生・

教職員全ての方々の協力による賜物であった．ここで深

く御礼申し上げたい．今後も節電に対する高い意識をも

って行動し，無理のない定着化を図っていただきたいと

願っている． 

 

５ 今後の課題 

ISO認証取得後13年が経つとISO活動もマンネリ化し

がちである．ISO 活動の形骸化を回避し，新たな課題に

挑戦するために今後も以下にあげる様々な対策に取り組

んでいかなければならない． 

①本務との連携の強化 

・本キャンパスの環境貢献の基本である学生主体の実

践的な環境教育の実施 

・環境教育・研究活動との更なる連携の強化  

②2000人規模定常化と環境管理の徹底 

・規模拡大に伴う環境意識の希薄化，環境活動の停滞

を予防する環境の管理徹底 

③目標の高度化 

・環境負荷，影響の更なる低減 

・地球温暖化への対応 

④コミュニケーションの強化 

・部会内，部会間，部会－学生間のコミュニケーショ

ンの強化 

・市民や行政とのパートナーシップ 

・地域への情報公開 

・地域の発展への積極的な貢献   

学生・教職員にISO活動に対する意識の希薄化が起き

ている感は否めない．ISO 活動に謳われている「持続的

改善」に向け，今後も継続的な活動を実施していくと共

に，常に新しい取り組みを行うように心掛けていかなけ

ればならない．横浜キャンパスの登録範囲（図１，丸印）

は「環境・情報に関する教育と研究である」ということ

を再認識し，惰性を許さず，全員が協力してPDCAサイク

ルのスパイラルアップに繋げてくれることを願っていま

す． 

 

 

図７ 電力使用量の各年度月別経緯 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


